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時
は
1
9
6
3
年
6
月
26
日
。
就
任

か
ら
2
年
半
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た

ジ
ョ
ン
・
F
・
ケ
ネ
デ
ィ
米
国
大
統
領

は
、
公
式
訪
問
の
た
め
西
ベ
ル
リ
ン
に

降
り
立
っ
た
。
当
時
の
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
自
由
主
義
的
な
理
想

に
満
ち
あ
ふ
れ
た
、
溌
剌
た
る
若
者
ら

し
い
外
見
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に

熟
達
し
た
外
交
官
の
カ
リ
ス
マ
性
と
貫

禄
を
身
に
つ
け
て
い
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
卒
業
後
、
海
軍
に
入
隊
、
第
二
次

世
界
大
戦
中
は
海
軍
大
尉
と
し
て
勤

務
し
た
。
43
歳
で
米
国
史
上
最
年
少
の

大
統
領
に
就
任
。
振
り
返
れ
ば
、
ケ
ネ

デ
ィ
が
そ
の
痛
ま
し
く
も
短
い
3
年
間

の
任
期
中
、
い
か
に
偉
大
な
事
業
を
成

し
遂
げ
た
か
を
知
っ
て
驚
か
さ
れ
る
。

1
9
6
3
年
、
世
界
は
狂
乱
の
渦
中

に
あ
っ
た
。
前
年
に
は
、
ソ
連
が
キ
ュ
ー

バ
に
核
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
し
よ
う
と

し
た
こ
と
か
ら
米
国
は
海
上
封
鎖
を

発
動
、
世
界
は
一
触
即
発
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
る
。
結
局
ソ
連
は
計
画
を

断
念
し
た
が
、
今
度
は
ベ
ル
リ
ン
が
東

西
対
立
の
焦
点
と
な
っ
た
。
戦
後
、
ド

イ
ツ
全
土
と
同
じ
く
、
首
都
ベ
ル
リ

ン
は
東
側
と
西
側
に
分
割
統
治
さ
れ

た
。
ソ
連
最
高
指
導
者
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

は
、
広
大
な
東
ド
イ
ツ
領
土
の
奥
深
く

に
孤
立
す
る
西
ベ
ル
リ
ン
を
﹁
喉
に
刺

さ
っ
た
骨
﹂
と
呼
ん
だ
。
1
9
6
1
年
8

月
、
ソ
連
の
支
援
を
受
け
た
東
ド
イ
ツ

政
府
が
西
ベ
ル
リ
ン
を
有
刺
鉄
線
で
封

鎖
し
た
た
め
、
緊
張
は
高
ま
っ
た
。
ケ

ネ
デ
ィ
の
ベ
ル
リ
ン
訪
問
ま
で
に
境
界

線
は
補
強
さ
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁

と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
コ
ス
モ
ポ
リ
タ

ン
な
西
ベ
ル
リ
ン
と
暗
い
東
ベ
ル
リ
ン

は
分
断
さ
れ
、
家
族
や
友
人
同
士
も
行

き
来
は
で
き
な
く
な
っ
た
。

東
西
軍
拡
競
争
を
縮
小
す
る
交
渉

が
続
け
ら
れ
て
い
た
た
め
、
ケ
ネ
デ
ィ

の
演
説
起
草
者
た
ち
は
、
は
じ
め
当

た
り
障
り
の
な
い
内
容
を
考
え
て
い
た

と
い
う
。
ジ
ョ
ン
・
F
・
ケ
ネ
デ
ィ
・
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
&
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
元
館
長
、

ト
ム
・
パ
ト
ナ
ム
氏
は
回
想
す
る
。﹁
西

ド
イ
ツ
国
民
に
よ
る
ケ
ネ
デ
ィ
の
歓
待

ぶ
り
は
圧
倒
的
で
し
た
が
、
西
ベ
ル
リ

ン
訪
問
の
際
の
熱
狂
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
も
の
で
し
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
は
市

民
の
勇
気
と
、
自
由
独
立
へ
の
希
求
に

深
く
感
動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
演
説
の

朝
、﹃
こ
の
草
稿
を
読
む
こ
と
は
で
き

な
い
﹄
と
言
い
ま
し
た
。
草
稿
に
は
迫

力
が
な
く
、
公
衆
の
感
情
と
か
け
離
れ

て
い
た
の
で
す
﹂。
ケ
ネ
デ
ィ
は
自
ら
草

稿
を
書
き
始
め
た
。
登
壇
す
る
直
前
に

ケ
ネ
デ
ィ
は
、
昔
、﹁
私
は
ロ
ー
マ
市
民

で
す
﹂
と
名
乗
る
の
が
最
高
の
誇
り
で

あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
彼
は
こ

れ
を
ベ
ル
リ
ン
に
置
き
換
え
て
発
音
を

書
き
留
め
、
ド
イ
ツ
語
で
﹁
私
は
ベ
ル

リ
ン
市
民
で
す
﹂
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ケ
ネ
デ
ィ
の
最
も
重
要
な
演

説
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。﹁
自
由
に
は

多
く
の
困
難
が
あ
り
、
民
主
主
義
は
完

璧
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
た
ち

は
、
こ
れ
ま
で
壁
を
築
い
て
国
民
を
閉

じ
込
め
る
必
要
に
駆
ら
れ
た
こ
と
は
、

決
し
て
な
か
っ
た
の
で
す
﹂。
翌
日
、
市

長
ウ
ィ
リ
ー
・
ブ
ラ
ン
ト
は
、
西
ベ
ル
リ

ン
市
民
を
代
表
し
て
大
統
領
に
秀
逸

な
卓
上
時
計
を
贈
っ
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
の

最
大
の
願
い
は
世
界
平
和
で
あ
り
、
ワ

シ
ン
ト
ン
、
モ
ス
ク
ワ
、
ベ
ル
リ
ン
時
間

を
表
示
す
る
こ
の
時
計
は
、
そ
の
願
い

を
象
徴
し
て
い
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
パ
テ
ッ

ク

フ
ィ
リ
ッ
プ
販
売
店
オ
ー
ナ
ー
、
ハ

イ
ン
ツ
・
ウ
ィ
ッ
パ
ー
フ
ェ
ル
ド
氏
は
、
マ

ル
チ
タ
イ
ム
ゾ
ー
ン
表
示
の
電
子
ク
ロ
ッ

ク
を
創
作
す
る
よ
う
、
パ
テ
ッ
ク

フ
ィ

リ
ッ
プ
に
提
案
し
て
い
た
。
パ
テ
ッ
ク

フ
ィ
リ
ッ
プ
が
完
成
し
た
時
計
は
、
マ

ス
タ
ー
ピ
ー
ス
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で

あ
っ
た
。
シ
ン
メ
ト
リ
ッ
ク
な
デ
ザ
イ
ン

は
、
視
覚
的
に
だ
け
で
な
く
思
想
的
に

も
美
し
い
。
世
界
二
大
強
国
の
首
都
と
、

や
が
て
平
和
の
要
と
な
る
都
市
を
含

ん
で
い
る
。
こ
れ
は
未
来
を
予
見
し
た

か
の
よ
う
な
贈
り
物
と
な
っ
た
。
そ
の

数
日
前
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
と
ク
レ
ム
リ
ン
の

間
に
著
名
な
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
創
設
す

る
合
意
が
米
ソ
間
で
交
わ
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
時
計
の
お
蔭
で
、
ケ
ネ
デ
ィ
が
夜

中
に
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
を
起
こ
す
心
配
は

な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

大
統
領
に
宛
て
た
感
動
的
な
書
簡

の
中
で
、
ウ
ィ
ッ
パ
ー
フ
ェ
ル
ド
氏
は
ケ

ネ
デ
ィ
を
﹁
ベ
ル
リ
ン
の
同
胞
﹂
と
呼
び
、

時
計
の
仕
組
み
を
説
明
し
て
い
る
。
彼

は
1
9
6
4
年
5
月
に
交
換
用
電
池
を

送
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
す
で

に
ケ
ネ
デ
ィ
は
世
を
去
っ
て
い
た
。
だ

が
﹁
こ
の
都
市
が
ひ
と
つ
に
な
る
日
は

来
る
﹂
と
い
う
信
念
は
実
現
し
た
。

﹁
パ
テ
ッ
ク

フ
ィ
リ
ッ
プ

マ
ガ
ジ
ン
・
エ
ク
ス

ト
ラ
﹂︵p

atek
.com

/ow
n

ers

︶
に
て
、
こ
の

記
事
の
特
別
関
連
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

ジョン・F・ケネディ（上）は、

1963年に西ベルリンを

公式訪問した際にケネディ・

クロック（左）を贈られた。

時計のデザインは、ケネディの

海軍軍人としての経歴を

想起させるマリン・

クロノメーターに似ている。

3つの文字盤がモスクワ、

ワシントン、ベルリン時間を

表示する。オリジナルは

ボストンのジョン・F・
ケネディ・ライブラリー&
ミュージアム所蔵。

プロトタイプをジュネーブの

パテックフィリップ・

ミュージアムで見ることが
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時計のある人生

ケネディが冷戦の最中にベルリンを訪

問した時に贈られた秀逸な卓上時計は、

悲劇の米国大統領が熱望していた平和

と統一を象徴するものであった。
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